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スロン使用例2例,オ パホルモンAeレ ツ ト5例,オ パホルモン注射1例,ロ パール6例,
合計14例であ り,その中には持続導尿法,尿 路殺菌剤,X線 療法,除睾術等を併用した者
がある・之 らの症例は病状は勿論様々であ り,治療に用いたホルモン剤の種類 使用量,そ
の他の治療法も一定していないから,同 日に論ずる事は出来ないが,主 として行つた女性ホ
ルモン療法と云 う点か ら一括して成績を観察するならば,著効5例,有 効5例 ・無効4例
と云う結果であつた.著効の1例 を示す と,尿閉にて入院,uパ ール隔 日注射,1ケ 月後に
残尿消失,腺腫縮小して退院した.有効の1例 はペレツト埋没1ケ 月後に排尿時不快感消
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失 し,残尿も減少したが腺腫の大さは変らなかつた・無効の1例 は尿閉にて入院 持続導




次に前立腺癌の治療法 としては早期に発見して完全摘出術を行 うのが最良であるが,実 際
的にはその様な症例に遭遇することはあまり多くない・従つて保存的療法を余儀な くせられ
る場合が多い・それには対症療法,X線 照射,化学療法,除睾術,女 性ホルモン療法,更 に
副腎摘出術,コ ーチゾン療法等 も唱えられるが,そ の中でも男性 ホルモンの発癌性を重視す
る観点から,除睾術を含む女性ホルン療法の効果が比較的高 く評価せられ て い る・本法は








パツカル,オ イベスチン・ロバール,プ ロギ ノン デポー等あり,又併用 した療法にも除睾
術,X線 照射等があるので厳密な事は云い得ないが,1治療法の効果を概括すると,著効5
例,有効4例,二無効3例 であつて,相 当の効果を認めたと云い得る.その内著効の1.例を示
すと,65才にて約3年 前より頻尿,時々の血尿あり,更に排尿障碍 も加わ り,半年前より時
々尿閉を来たす 前立腺は鶏卵大・表面不平,甚 だ硬 く,残尿350cc.持続導尿法,除睾術
と共にスロン毎 日筋注した・8日 目頃より全身状態良好 とな り,スロン総計31回 にて排尿
障碍,自 覚症状等は全 く消失 し,腺腫 も軟化,縮 小 した.残尿20ccとなつた.次 に有効の
1例を示すと,65才にて4年 前より排尿困難 と頻尿とを来たし,1ケ 月前より尿閉状態 と
なり・ホルモン剤らしき注射を12回受けた・前立腺は腫大し,一部不平滑である.除睾術
を行 うと共にオバホルモン2万 単位宛毎 日9日 間注射したるに排尿可能となり,残尿45Cc
となつて退院した・退院後 も注射を続け残尿20ccとなつた.無効の1例 を示す と,78才
にて2年 前より頻尿,最近に至 り排尿困難を来たした・前立腺は不平に腫大 し,硬い・除睾
術を行いオバホルモン5万単位毎 日注射,計21回,X線 照射24回 を行つたが症状は軽快
しなかつた.
以上前立腺肥大症及び癌に於て女性ホルモンを中心とする保存的療法を行つた若干の症例
に就てその効果を観察 した・両疾患と性 ホルモンとの関係は必ずしも同様ではないが,性 ホ
ルモン療法の効果は両疾患に於て比較的大きい事を知つた・その奏効機転,症 例による効果
の有無等の問題は扱て置き,かなり満足な経過をたどる症例の存する事は事実である.`之ら'
の疾患・特に肥大症の治療法としてホルモン療法を中心とする保存的療法が最良であると云
うのでは勿論ないが・症例によつては用 うる価値があると考えられる.
